
令和５年度 茨城県中学校駅伝競走大会 競技注意事項 

 
本大会は、２０２３年度(公財)日本陸上競技連盟競技規則、駅伝競走規準及び本大会申し

合わせ事項に基づいて実施する。 
 
１ 区間走者について 
(１) 各区間の正式オーダーは、申し込みの競技者(男子９名、女子８名以内)の中から決

定し、指定する方法で期日内に提出すること。 
(２) 正式オーダー提出後の競技者の変更は、急病等発生時のみとし、補員をその区間の

交代として補充することができる。その際は、競技者変更届を下記（３）の時刻まで
に団体受付（主競技場正面玄関）に提出する。競技者変更届の用紙は、監督会議にお
いて配布する。区間の変更は認めない。 

(３) 当日の受付は、７時３０分～８時３０分の間で全チーム完了すること。 
 
２ たすき・アスリートビブス（ナンバーカード）について 
(１) たすきは事務局が用意する。大会当日朝、団体受付（主競技場正面玄関）にて、配付

する。(男子：青 女子：赤) 
たすきに装着してあるＤタグについては、競技終了後回収する。たすきは各チーム
で持ち帰ってよい。 

（２）アスリートビブス（ナンバーカード）は参加校が用意し、胸と背部に四隅をとめるこ
と。ナンバーの数字は黒色で、明瞭に表示すること(女子は赤色でもよい)。 
① ナンバーは県中学駅伝の学校（団体）登録ナンバーとする。 
② 学校ナンバーの登録をされていない学校（団体）は、申し込み後に事務局で決定
し、当該校に通知する。 

 
３ 練習場所と招集方法及び招集時刻について 
(１) コース上および補助競技場での練習は、本大会にエントリーされた選手のみとする。 
（２） コース上での練習可能時間は、８時３０分～１０時００分とする。 
    （メイン競技場内は、８時４５分～９時２０まで使用禁止） 
(３) 補助競技場の使用は７時３０分～１５時００分までとする。 
(４) 招集所は、全区間、主陸上競技場１００ｍスタート付近横のピロティーに設ける。 

第１ゲート（１００ｍスタート側）から入場すること。 
(５) 招集の方法は次の通りとする。 
① 各区間の選手は、下記に示す招集完了時刻までに招集所に集合して点呼を受ける。 
② 点呼の際は、本人がユニフォームの胸と背のアスリートビブス（ナンバーカード）
を競技者係が確認する。第１区走者は、当日受付で配付された襷を持参すること。 

③ 招集完了後、係役員の誘導で荷物置場に移動し、その後スタート地点・中継地点の
待機所まで移動する。 

④ 各区間の招集時刻及び先頭通過予定時刻は下表の通りとする。 
 

        女     子        男     子 

  区  間  招集完了時刻  先頭通過予定時刻  招集完了時刻  先頭通過予定時刻 

   １  区   １０：０５ １０：３０   １２：０５ １２：３０ 

   ２  区   １０：２５ １０：４０   １２：２４ １２：３９ 

   ３  区   １０：３２ １０：４７   １２：３３ １２：４８ 

   ４  区   １０：３９ １０：５４   １２：４３ １２：５８ 

   ５  区   １０：４６ １１：０１   １２：５２ １３：０７ 

   ６  区     １３：０２ １３：１７ 



 

４ スタート・競技について 

(１) 第１区の競技者のスタート位置については、各地区駅伝の結果により位置を決定す

る。 ※１列目に各地区大会の上位３位までの学校を入れる。  

(２) たすきの引き継ぎは、中継線から進行方向２０ｍの間で行い、手から手へ確実に受

け渡しをすること。中継地点でたすきを受け取る走者は、前走者の区域（中継線の手

前の走路）に入ってはならない。 

(３) 競技中は、たすきを肩から脇の下にかけなければならない。肩からかけていない競

技者は、失格の対象となる。ただし、前走者がたすきを外すのは中継線手前４００ｍ

から、次走者がたすきをかけるのは中継後２００ｍまでをおおよその目安とする。 

(４) 競技中に負傷・意識混濁等により正常に歩くことすらできなくなった選手に対し、

本人が競技続行の意思をもっていても、選手の生命や健康状態を重視し、審判長若し

くは医師の判断で競技を中止させることがある。競技者が途中で競技を続行できない

状態になった場合、当該チームのその区間の競技を無効とする。この場合、そのチー

ムは審判長の指示に従い、次区間走者から再び競技を続行することができる。無効と

なった区間以外の各区間の記録は認められる。再スタートの時刻は審判長の指示によ

る。 

(５) 原則として繰り上げスタートはしない。ただし、大会運営上やむを得ないと審判長

が判断した場合は、繰り上げスタートを行う場合もある。  

(６) 伴走その他助力は一切認めない。特に、自転車による伴走・応援は危険なので絶対

に慎むこと。伴走等の助力が明らかに認められた場合には、そのチームを失格とする。 

 (７) コースにおいては、「０．２ｋｍ」「１ｋｍ」「２ｋｍ」｢あと０．５ｋｍ｣の距離

を表示する。 

 

５ 競技前後の移動・荷物の管理について 

（１） 第２区以降の走者は、待機所で審判員から自チームのナンバーを呼ばれたら、中継

線より進行方向側に入ること。ただし、混戦の時は、全チームのナンバーを正確にア

ナウンスできないこともあるので、各走者も自分で状況を判断するように努めること。 

（２） 中継点でたすきを渡し終わった走者は、係員の指示に従って荷物置場まで移動し、

退場口から退場すること。 

（３） 第１区走者の荷物については、スタート地点から中継所まで競技役員が運搬する。 

（４） 各校で持参した袋に自分の荷物をすべて入れておくこと。 

(５） 招集後に待機所を離れる際には、必ず競技役員に声をかけ、許可を得ること。 

 

６ その他 

（１） Ｄタグについては、最終区間走者がフィニッシュ後に返却すること。 

（２） 各チームのトランシーバーの使用については、大会本部の交信の妨げとならないよ

うに、４チャンネル以降を使用すること。(１～３チャンネルは本部が使用) 

（３） その他、監督会議での申し合わせ事項を厳守すること。なお、これに違反したチー

ムは次年度から出場を認めない場合もある。 

 （４）上位８位以内の入賞チームの所属する地区には、次年度大会の地区別出場割当数に、

入賞チーム数と同数を加算する。 

（５） 出場校には、必ず１名以上の審判員の協力をお願いする。 

 

 



その他の注意事項 
 

１ 笠松運動公園内の利用について 

 ① 主競技場内は、競技役員及び競技者以外は一切立ち入り禁止とする。 

 ② 横断幕の設置については、主陸上競技場サイド・バックスタンド最上段、スタンド裏

側フェンス及び自校テントのみとし、それ以外は一切禁止とする。また、のぼりについ

ても同様とし、手に持っての応援は禁止とする。なお、個人名の入ったのぼり・横断幕

等の設置や手に持っての応援も禁止とする。 

③ マナーアップ＆クリーン作戦に協力をお願いします。 

④ 本大会関係者の園内での自転車の利用は、事故防止の観点から禁止とする。 

 

２ 競技会コース(別紙参照) 

① コースは、一般車両が進入してくることはないが、一般来園者が走ったり歩いたりす

るところもあるため十分に注意すること。 

② コース練習可能時間以降のウォーミングアップ等は補助陸上競技場のみとする。 

 

３ 正式オーダーの提出について 

  正式オーダーの提出については、指定する方法で１１月８日（水）１０時００分まで

にメールで提出すること。 

※ 正式オーダーは申込書で登録された、男子９名、女子８名の中で編成すること。提出

後の急病等による競技者の変更については、大会当日の下記の時間内に学校受付（Ｔ

ＩＣ）に競技者変更届用紙を提出すること。（７時３０分～８時３０分） 

 

４ 開始式・表彰式について 

 ① 開始式 

・優勝旗、優勝杯を返還する代表生徒のみの参加とする。 

・前回大会の優勝旗・カップ等は、８時３０分までに表彰控室（役員室１）に返還する

こと。なお、８時３０分～返還者の打合せを行う。 

 ② 表彰式 

 

・男女各８位入賞チームと、区間賞獲得者は参加すること。 

・メインスタンド前に、男女別に１４時２５分（予定）までに整列を完了すること。 

 

 

観戦等の注意事項 
 

１ 各チームのバスや引率者等の自家用車は、第４・第６駐車場を利用すること。会場付近

の路上駐車や枠外駐車は厳禁とする。 

２ 各チームのテントやシートは、指定された箇所以外には設置しないこと。 

３ 大会当日、会場内を自転車で移動することを禁止とする。 

４ 走路の横断には十分に気をつけ、走路員から指示がある際には従うこと。 

５ ゴミは全て持ち帰ること。使用した場所の清掃も行うこと。 


